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記
念
館
本

『薗
太
暦
」
追
考

芭
蕉
書
写
本
と
し
て
の
可
能
性
1

川

平

敏

文

叙
言

隠
者
兼
好

は
、
伊
賀
国
の
在
所
で
ひ
っ
そ
り
と
死
去
し
た
i

。
そ

の
よ
う
な
内
容
が
記
さ
れ
た
奇

っ
怪
な
記
録
が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

に
か
け
て
広
く
出
回
り
、
見
識
あ
る

一
部
の
考
証
家
を
除
い
て
概
ね
信

じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
録
の
出
処
を
辿

っ
て
行
く
と
、

ど
う
や
ら
そ
れ
は
江
戸
時
代
始
め
頃
の
伊
賀
国
が
発
信
源
で
あ

っ
た
ら

し
く
、
当
地

に
室
町
期
よ
り
伝
わ

っ
て
い
た
と
思
し
き
兼
好
に
つ
い
て

の
伝
説
を
、
何
者
か
が
実
し
や
か
な
記
録
と
し
て
明
文
化
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
事
が
分
か

っ
て
き
た
。
今
、
こ
の
虚
偽
の
記
録
を

『園
太

暦
』

偽
文
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
所
以
は
、
こ
の
偽
文
が
兼
好
と
同
時
代
に
生
き

た
洞
院
公
賢

の
実
在
の
日
記
、
『園
太
暦
』
に
そ
の
出
典
や
体
裁
を
仮
託

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
偽
文

は
、
寛
文

・
延
宝
頃
、
伊
賀
国
種
生
の
地
に
兼
好
の
墳
墓

が
発
見
さ
れ
た
こ
と

(尤
も
そ
の
真
相
は
、
「発
見
」
と
い
う
よ
り

「付

会
」
で
あ
ろ
う
)
に
よ

っ
て
広
く
世
に
知
ら
れ
る
事
に
な
る
が
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
、
俳
譜
師
と
し
て
の
立
机
を
志
し

て
伊
賀
上
野
を
発
ち
江

戸

へ
下

っ
た
芭
蕉
も
ま
た
、
こ
の
郷
土
の
文
学
的
話
題
に
興
味
を
抱
か

ぬ
筈
は
な
く
、
貞
享
四
年
暮
れ
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
の
帰
郷
の
際
に

は
こ
の
兼
好
塚
を
訪
れ
、
同
年
秋
の

『更
科
紀
行
』
の
旅
で
は
、

一
連

の
伝
説
中

の
兼
好
の
面
影
を
追
い
か
け
る
ー

。
以
上
の
よ
う
な
事
柄

を
、
以
前
に
筆
者
は

「近
世
兼
好
伝
遡
源
ー

『
園
太
暦
』
偽
文
の
成
立

1
」
(『文
学
』
九
ー

一
・
一
九
九
八
年

一
月
)
、
及
び

「兼
好
伝
と
芭
蕉
」

(『近
世
文
芸
』
六
五

・
一
九
九
七
年

一
月
)
な

る
拙
稿
に
纏
め
た
事
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
、
芭
蕉
と

『園
太
暦
』
偽
文
と
の
関
係

に
つ
い
て
考

え
た
際
、
筆
者
は
島
内
裕
子
氏
か
ら
、
三
重
県
上
野
市
芭
蕉
翁
記
念
館

に
伝
芭
蕉
写

『薗
太
暦
』
な
る

一
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
旨
の
御
教
示

を
受
け
、
そ
れ
を
拙
稿
の
中
で
も

一
部
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
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時
は
、
こ
の
書
の
内
容
や
伝
来
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
は
行

っ
て
い

な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
上
野
洋
三
氏
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
書

か
れ
て
い
る
筆
蹟
が
芭
蕉
の
筆
蹟
と
考
え
て
少
し
も
矛
盾
し
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
芭
蕉
の
真
蹟
資
料
と
し
て
新
た
に
加
え
る
べ
き
も

の
で
あ
る
と
の
意
見
が
、
読
売
新
聞
や
氏
の
著
述

『自
筆
本

「奥
の
細

道
」
の
謎
』
(二
見
書
房
、
一
九
九
七
年
七
月
)
等
に
発
表
さ
れ
た
の
で
、

そ
れ
を
受
け

て
筆
者
は
改
め
て
、
該
書
に
つ
い
て
の
見
解
を

『連
歌
俳

譜
研
究
』
九

三
号

(
一
九
九
七
年
八
月
)
に

「芭
蕉
翁
記
念
館
蔵

『薗

太
暦
』
の
こ
と
」
と
題
し
て
纏
め
た
の
で
あ

っ
た
。
が
、
そ
こ
で
は
影

印

・
翻
字

に
よ
る
資
料
紹
介
が
中
心
と
な

っ
た
為
、
紙
幅
の
都
合
上
、

考
察
部
分
を
大
幅
に
削
除

・
要
約
す
る
事
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
今
回
、

旧
稿
に
若
干

の
手
を
加
え
て
、
先
の
資
料
紹
介
の
折
に
は
十
分
に
語
り

尽
く
せ
な
か

っ
た
事
柄
を
此
処

に
示
さ
せ
て
戴
く
事

に
し
た
の
で
あ

る
Oそ
れ
で
は
以
下
本
題
に
入
る
が
、
そ
の
前
に
本
稿
の
基
本
姿
勢
を
確

認
し
て
お
き

た
い
と
思
う
。
先
述
の
上
野
氏
の
発
表
に
よ

っ
て
、
記
念

館
本
は
そ
の
筆
蹟
の
方
面
か
ら
、
芭
蕉
自
写
本

で
あ
る
可
能
性
が
呈
示

さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
は

一
先
ず
そ
れ
を
脇
に
置
い
た
所
で
、

今

一
度
、
芭
蕉
が
記
念
館
本
の
如
き
内
容
の

一
書
を
書
写

・
所
持
し
て

い
た
可
能
性

が
あ

っ
た
か
否
か
を
、
彼
を
取
り
巻
く
周
辺
の
諸
事
情
か

ら
再
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
記
念
館
本
が

そ
の
筆
蹟

以
外
に
、
芭
蕉
自
写
本
と
し
て
の
条
件
を
ど
れ
だ
け
備
え
て

い
る
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
稿
の
目
論
見
で
あ
る
。

二

記
念
館
本
と

「
徒
然
草
拾
遺
抄
」

記
念
館
本

『薗
太
暦
』
(以
下
、
記
念
館
本
と
略
称
)
は
、
墨
付
八
丁

と
い
う
極
く
薄
手
の
書
物
で
、
書
型
は

『
奥
の
細
道
』
と
同
じ
く
枡
型

本
、
料
紙
は
楮
紙
、
装
偵
は
袋
綴
じ
で
あ
る
。

現
在
は
全
丁
に
裏
打
ち

が
施
さ
れ
、
表
紙
も
新
た
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
綴
じ

穴
の
傍
ら
に
残
る
元
の
綴
じ
穴
の
位
置
か
ら
想
像
す
る
に
、
改
装
前
は

紙
繕
綴
じ
の
簡
易
な
装
傾
で
あ

っ
た
事
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
本
書
に

は
、
近
世
中
期
京
都
の
古
筆
鑑
定
家
、
神
田
道
伴
が
認
め
た

「寛
延
元

年
季
冬
中
旬
」
の
年
記
あ
る
芭
蕉
真
筆
極
め
書

が
付
せ
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
宛
名
に
は

「栗
原
宗
七
様
」
と
あ
る
の
で
、

こ
の
書
の
寛
延
頃
の

持
主
が
栗
原
宗
七
な
る
人
物
で
あ

っ
た
事
が
分
か
る
。
栗
原
氏
以
後
、

本
書
が
如
何
な
る
人
の
手
に
渡

っ
て
来
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
近

代
に
は
伊
賀
上
野

の
素
封
家
、
曽
我
忠
兵
衛
氏

の
架
蔵
す
る
所
と
な

り
、
昭
和
三
十
四
年
、
芭
蕉
翁
記
念
館
設
立
の
際
、
上
野
市
が
こ
れ
を

購
求
し
て
今
日
に
至
る
と
い
う

(芭
蕉
翁
記
念
館

・
山
本
茂
貴
館
長

談
)。さ

て
、
本
書
は
そ
の
内
題
を
以
て

「薗
太
暦
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
構
成
は
以
下
に
示
す
様
に
、
I

『
園
太
暦
』

偽
文
、
Ⅱ

『
吉
野
拾
遺
』
抜
書
、
Ⅲ

『寂
莫
草
抄
』
抜
書
と
い
う
、
本

来
成
立
の
異
な
る
、
三

つ
の
偽
書

・
偽
文
類
を

一
本
に
纏
め
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
内
容
か
ら
、
更
に
細

か
く

a
～
j
の
段
落
に
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分
類
で
き

る

(
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
前
掲

『連
歌
俳
譜
研
究
』
九
三

号
所
収
拙
稿
の

【
翻
字
篇
】
の
記
号
に
対
応
す
る
の
で
、
併
せ
参
照
さ

れ
た
い
)。

I

『園
太
暦
』
偽
文

Ⅱ

『吉
野
拾
遺
』

皿

『
寂
莫
草
抄
』

a

「
観

慮

元

年

二
月

三

日
…

…

」

b

「
七

日
…

…

」

c

「
吉

田

社

司

…

…
」

d

「
十

八

日

…

…
」

e

「
廿

一
日

…

…
」

f

「
廿

五

日

…

…
」

g

「
廿

七

日

…

…
」

h

「
吉

野

拾

遺

…

…
」

i

「
中

く

身

ふ

る

い
し

…
…

」

j

「
右

之

一
巻

者

…
」

以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
紹
介
し

つ
つ
、
記
念
館
本
の
書
写
年
次
が

ど
の
時
期
迄

遡
り
得
る
か
を
考
え
て
み
る
事
と
す
る
。

先
ず
ー
の

『園
太
暦
』
偽
文
は
、
既
に
本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、

兼
好
同
時
代

の
人
、
洞
院
公
賢
の
日
記

『園
太
暦
』
に
そ
の
典
拠
及
び

体
裁
を
仮
託

し
、
兼
好
の
行
状
を
日
録
風
に
書
き
綴

っ
た
も
の
。
記
念

館
本
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
兼
好
が
伊
賀
国
田
井

庄
な
る
在
所
に

隠
棲
し
、
当
地
で
伊
賀
権
守
橘
成
忠
の
娘
と
恋
愛
し
た
事
、
そ
れ
が
成

忠

に
露
顕
し
て
、
十
数
年
も

の
あ
い
だ
諸
国

を
流
遇
せ
ね
ば
な
ら
な

か

っ
た
事
、
後
に
赦
さ
れ
て
再
び
こ
の
地
に
戻
り
、
そ
こ
で
余
生
を
全

う
し
た
事
、
そ
の
草
庵
の
跡
に
は
、
自
筆

の
老

子
経
や
頓
阿
の
書
い
た

源
氏
物
語
幻
の
巻
が
遺
さ
れ
て
い
た
事
等
々
で
、
固
よ
り
伝
説
の
域
を

出
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
伝
説
で
も
、
『
西
行
物
語
』
の
よ
う
な
長

編
の

「物
語
」
で
は
な
く
、
「
日
記
」
と
い
う
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
幾
ら

で
も
短
編
の
話
を
書
き
加
え
る
事
が
可
能
な
そ
の
形
態
ゆ
え
か
、
こ
の

偽
文
は
時
代
が
降
る
に
従

っ
て
次
々
と
巷
間
の
兼
好
伝
説
を
吸
収
し
て

行
き
、
寛
文

・
延
宝
頃
迄
は
僅
か
に

一
箇
条
の
話
で
あ

っ
た
も
の
が
、

享
保
頃
に
な
る
と
全
二
十
五
箇
条
程
度
に
ま
で
膨
れ
上
が
る
。
そ
の
点

は
所
謂
実
録

モ
ノ
の
成
長
と
似
た
所
が
あ
る
が
、
『園
太
暦
』
偽
文

の
場

合
、
流
石
に
享
保
頃
に
な
る
と
、
そ
れ
を
板
本
と
し
て
翻
刻
し
た
も
の

が
巷
間
に
流
布
す
る
よ
う
に
も
な

っ
て
、
漸
く
そ
の
成
長
は
止
ま
る
事

と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
記
念
館
本
a
～
9
に
写
さ
れ
て
い
る
七
箇
条
の
形
態
の

『園
太
暦
』
偽
文
は
、
そ
の
成
立
史
の
何
時

の
段
階

の
も
の
で
あ
る
か

と
い
う
事
が
問
題
に
な
る
が
、
黒
川
道
祐
編

『
日
次
紀
事
』
(貞
享
二
年

刊
)
に
は
、
明
ら
か
に
こ
の
形
態

の

『園
太
暦
』
偽
文
を
参
照
し
た
形

跡
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
完
全
な
形
で
掲
載

し
て
い
る
も
の
と
し
て

は
、
所
見
の
範
囲
で
は
、
貞
享
三
年
初
夏
の
奥
書
を
持

つ
黒
川
由
純
の

徒
然
草
注
釈
書
、
『徒
然
草
拾
遺
抄
』
(写
本
、
六
巻
六
冊
。
以
下

『拾

遺
抄
』
と
略
称
)
巻
頭
、
「作
者
」
の
項
に
掲
載

さ
れ
る
も
の
が
最
も
早

い
か
ら
、
そ
れ
は
概
ね
、
貞
享
頃
か
ら
見
ら
れ

る
形
態
と
言

っ
て
差
し
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支
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
所

で
こ
の

『拾
遺
抄
』
の
存
在
は
、
後
述
の
よ

う
に
記
念
館
本
の
内
容
を
考
え
る
上

で
重
要

で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
や

や
詳
し
く
触

れ
て
お
く
事
と
し
よ
う
。

『拾
遺
抄
』

の
著
者
、
黒
川
由
純
は
連
歌
師
。
但
し
そ
の
伝
は
余
り

審
ら
か
で
な
い
。
本
書
の
奥
書
に
拠
れ
ば
、
彼
は
洛
北
白
雲
村
に
居
住

し
て
い
た
事

が
分
か
る
か
ら
、
同
じ
く
白
雲
村
に
住
し
、
同
時
代
に
活

躍
し
た
儒
学
者
、
黒
川
道
祐
と
の
関
係
も
考
え
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
和
田
英
松

「
黒
川
道
祐
」
(『芸
備
の
学
者
』
)
や
中
村
幸
彦

「黒
川

道
祐
伝
補
遺
」
(『著
述
集
』
第

一
一
巻
)
に
よ

っ
て
丹
念
に
調
べ
上
げ

ら
れ
た
道
祐

の
親
族
ら
と
照
合
し
て
も
、
引

っ
懸
か
る
所
は
無
い
。
黒

川
由
純
は
、

『連
歌
総
目
録
』
(明
治
書
院
、

一
九
九
七
年
)
を
閲
す
る

に
、
寛
文
元
年
か
ら
元
禄
三
年
迄
、
数
多
く
の
連
歌
を
巻
い
た
形
跡
が

あ
り
、
ま
た
肥
前
鹿
島
藩
主
鍋
島
直
條
の
遺
稿

『楓
園
家
塵
』
巻

一
八

0

に
は
、

そ
の
辞
世
歌

・
句
、
及
び
昌
陸

・
紹
山
に
よ
る
由
純
追
善

歌

・
句
が
載

る
。
更
に

『楓
園
家
塵
』
記
載
分
で
言
え
ば
、
元
禄
元
年

霜
月
昌
程
追
善

(巻
五
)
、
元
禄
八
年
六
月
二
十

一
日
昌
程
七
回
忌
追
悼

(巻

=

、
巻

=
二
)
、
同
九
年
四
月
六
日
永
原
左
京
興
行

(巻
八
)、

同
十
三
年
十
月
昌
程
十
三
回
忌

(巻
九
)、
同
十
二
年
月
照
院
追
善
連
歌

(巻

一
七
七
)
、
同
十
四
年
宗
祇
二
百
回
忌
追
善
連
歌

(巻

=
二
三
、
巻

一
七
九
)
、
同
十
四
年
二
月
九
日
瓜
生
六
右
衛
門
興
行

(巻

一
〇
)
、
同

十
四
年
五
月
十
日
服
部
是
有
興
行

(同
)、
同
年
九
月
七
日
吉
野
屋
六
右

衛
門
興
行

(同
)
、
同
年
十
月
十
九
日
～
二
十

一
日
元
祖
百
五
十
回
忌
千

句

(同
)
等

に

一
座
す
る

「由
純
」
も
、
姓
は
無
記
入
な
が
ら
恐
ら
く

は
こ
の
黒
川
氏
で
、
少
な
く
と
も
元
禄
末
年
頃
迄
は
活
躍
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

次
に
、

『拾
遺
抄
』

の
所
見
本
は
、

宮
内
庁
書
陵
部
本

・
筑
波
大
学

本

・
名
古
屋
大
学
岡
谷
文
庫
本
の
三
本
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
書
陵
部
本

は
由
純
自
筆
稿
本
と
思
し
き
も
の
で
、
墨
や
朱

で
の
削
除
の
指
示
や
書

入
れ
の
跡
が
彩
し
く
、
付
箋
も
多
く
貼
付
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
増

訂
は
、
奥
書
に
い
う
貞
享
三
年
初
夏
迄

に
脱
稿

し
た
も
の
に
、
後
に
由

純
自
身
が
加
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
以
下
に
対
照
し

て
み
る
よ
う
な
記
念
館
本
と
の
類
似
箇
所
は
、

そ
の
増
訂
が
加
わ
る
前

の
本
文
、
謂
わ
ば
下
地
の
本
文
と
し
て
書
か
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
ら
が
貞
享
三
年
初
夏
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で

あ
る
。
本
稿
で
は
特
に
断
ら
ぬ
限
り
、
『
拾
遺
抄
』
と
言
え
ば
こ
の
書
陵

部
本
を
指
す
事
と
す
る
が
、
筑
波
大
本
と
岡
谷
文
庫
本
も
後
に
参
考
と

し
て
掲
出
す
る
事
に
な
る
の
で
、
此
処
に
纏
め
て

一
言
し
て
お
く
事
に

す
る
。
筑
波
大
学
本
は
、
篠
田
厚
敬

(鳥
閻
)
な
る
人
物
が
由
純
に
頼
ん
で

そ
の
稿
本
を
譲
り
受
け
、
筆
写

・
増
補
し
た
と

い
う
も
の
で
、
元
禄
七

年
の
奥
書
が
あ
る
。
厚
敬
は
、
物
語
風
の
兼
好
伝
記
、
『種
生
伝
』
(正

徳
二
年
刊
)

の
作
者
。
松
永
貞
徳
門
人
に
し
て
力
斎
と
も
号
し

(元
禄

十
六
年
写

『歌
林
撲
徽
』
奥
書
)、
寄
轟
亭
な
る
亭
号
が
あ

っ
た
事

(金

刀
比
羅
図
書
館
本

『兼
好
法
師
略
伝
』
奥
書
)
ま

で
は
つ
き
と
め
た
が
、

そ
れ
以
上
は
審
ら
か
で
は
な
い
。

岡
谷
文
庫
本
は
、
筑
波
大
本
に
見
え
た
元
禄
七
年
の
奥
書
の
後
に
、
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「兼
好
上
人
正
當
三
百
五
十
年
忌
」
と
題
す
る
厚
敬

の
文
章
が
附
せ
ら

れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
元
禄
十
四
年
の
年
記
が
見
出
せ
る
か
ら
、
筑
波

大
本
よ
り
も
更
に
新
し
い
段
階
の
も
の
で
あ

っ
た
事
が
分
か
る

(因
み

に
名
古
屋

の
天
野
信
景
が

『塩
尻
』
巻
四
十

で

『拾
遺
抄
』
の
事
を
話

題

に
し
、

且

つ
兼
好

の
三
百
五
十
年
忌
に
触
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
岡

谷
文
庫
本

の
如
き

一
本

に
拠

っ
た
の
で
あ
る
)
O

そ
れ
で
は
、
記
念
館
本
の
I

『園
太
暦
』
偽
文
と
、
『拾
遺
抄
』
巻
首

に
載
る
そ
れ
と
の
具
体
的
な
比
較
に
移
ろ
う
。
次
の
表
は
、
記
念
館
本

の
ー
の
各
条

(
a
～
9
)
を
上
段
に
、
そ
れ
に
対
応
す
る

『拾
遺
抄
』

所
載
の

『園
太
暦
』
偽
文
の
各
条
を
下
段
に
置
い
て
対
照
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
O

記
念
館
本

『拾
遺
抄
』

「
観

磨

元

年

二
月

三

日

…

…
」

「
七

日

…

…
」

「
吉

田

社

司

…
…

」

「
十

八

日
…

…

」

「
廿

一
日
…

…

」

「
廿

五

日
…

…

」

「
廿

七

日

…

…

」

「
左

兵

衛

佐
卜

部

兼
好

…

…
」

「
兼
好

法

師

、

自

勢

州

…

…
」

両
者
は
概
ね
対
応
し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
し
か
し

『拾
遺
抄
』
の
方

に
は
、
*
を
付
し
た
よ
う
な
記
念
館
本
に
は
掲
載
さ
れ
な
い
二
条
が
含

ま
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
表
か
ら
は
窺
え
ぬ
事

で
あ
る
が
、
内
容
が
ほ

ぼ
対
応
し
て
い
る
条
に
お
い
て
も
、
そ
の
字
句

に
は
細
か
い
異
同
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
か
ら
、
記
念
館
本
所
載
の

『
園
太
暦
』
偽
文
と

『拾

遺
抄
』
の
そ
れ
と
で
は
、
若
干
の
相
違
点
も
存
す
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
で
は
両
者
は
如
何
な
る
関
係
に
あ

る
の
か
と
い
う
事
が
問

題
に
な
る
が
、
そ
れ
は
後
に
纏
め
て
考
え
る
事
と
し
て
、
取
り
敢
え
ず

先
に
進
も
う
。

H
の

『吉
野
拾
遺
』
は
、
後
醍
醐
帝
の
遺
臣
、
隠
士
松
翁
と
名
乗
る

人
物
が
、
吉
野
朝
関
係
の
逸
話
を
蒐
集
し
た
と

い
う
説
話
集

で
、
巻
末

識
語
の

「正
平
」
の
年
号
か
ら
す
れ
ば
、
室
町
時
代
初
期

の
成
立
と
い

う
事
に
な
る
。
管
見
に
入

っ
た
写
本
と
し

て
は
、
延
宝
八
年
識
語
本

(二
巻
、
神
宮
文
庫
蔵
)
が
比
較
的
早
い
時
期

の
も
の
と
し
て
あ
り
、

板
本
と
し
て
は
、
貞
享
三
年
本

(三
巻
)、
同
四
年
修
訂
本

(
四
巻
)
が

あ
る
他
、
板
木
の
著
し
く
磨
滅
し
た
天
保
十
二
年
後
摺
本
、
無
刊
記
後

摺
本
等
も
多
く
見
か
け
、
江
戸
時
代
を
通
じ

て
相
当
読
ま
れ
た
書
で

あ

っ
た
事
は
確
か
で
あ
る
O
が
、
そ
の
内
容

・
成
立
年
時
に
疑
い
が
存

す
る
事
は
、
夙
に
黒
川
道
祐
の

『遠
碧
軒
記
』
以
来
、
近
世
考
証
家
の

見
解

一
致
す
る
所

で
、
屋
代
弘
賢
本
奥
書
に
拠
れ
ば
、
板
本
に
は
明
ら

か
に
宗
砥
時
代
以
後
の
説
話
が
混
入
し
て
い
る
と
も
い
う

(『群
書
類

従
』
巻
四
八
五
)
O

記
念
館
本
の
H
は
、
こ
の

『吉
野
拾
遺
』
か
ら
、
兼
好
に
関
す
る
説
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話
の
み
が
抜
書
さ
れ
た
も
の
。
内
容
は
、
法
皇
崩
御
の
哀
し
み
か
ら
出

家
落
髪
し
、
世
の
喧
騒
を
避
け
木
曽
の
御
坂
辺
り
に
幽
棲
し
て
い
た
兼

好
が
、
「
こ
こ
も
又
う
き
世
な
り
け
り
」
と
悟

っ
て
帰
洛
、
あ
る
時
玉
津

島
神
社
を
参
詣
す
る
途
次
、
『吉
野
拾
遺
』
の
著
者
隠
士
松
翁
の
許
を
尋

ね
、
昔
語
り
に
共
に
袖
を
濡
ら
し
た
と
い
う
件
り
。
刊
本
で
は
巻
二
、

「兼
好
法
師
来
談
之
事
」
と
い
う
章
題
が
付
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
但

し
、
記
念
館
本
の
こ
の
抜
書
は
、
章
末
付
近
の
第
七
丁
裏
最
終
行
で
突

然
途
切
れ
、
次
の
第
八
丁
表
冒
頭
か
ら
は
、
後
に
見
る
皿

『寂
莫
草
抄
』

が
文
章
途
中
か
ら
突
然
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
第
七
丁
と
第
八
丁
の
間

に
は
明
ら
か

に
落
丁
が
存
し
た
事
が
分
か
る
。

と

こ
ろ

で
、

こ
の
Ⅱ
と
非
常

に
良
く
似
た
体
裁
の
抜
書
は
、
先

の

『園
太
暦
』
偽
文
の
場
合
と
同
じ
く
、
実
は

『拾
遺
抄
』
巻
頭

の

「作

者
」
の
項
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
冒
頭
部
分
の
み
を
掲
げ

て

対
照
さ
せ
て
み
よ
う
。

記
念
館
本

吉
野
拾
遺

お
な
じ
比
。
此
段

の
前

に
、
今
上
御
位

二
居
さ
せ

給
し
初

つ
か
た
と
有
り
。
今
上

ハ
後
村
上
帝
也

お
な
じ
比
、
兼
好
法
師
が
玉
津
嶋
に
ま
う
で
給

へ
る
と
て
尋
お
は

せ
し
に
、
い
に
し

へ
ふ
か
く
ち
ぎ
り
け
る
中
な
り
け
れ
ば
、

い
と

う
れ
し
く
て
、
む
か
し
今
の
も
の
が
た
り
し
け
る
に
、
古
法
皇
古

法
皇
醍
醐
の
、
和
寄
の
み
ち
に
ふ
か
く
お
ぼ
し
入
ら
せ
…
…

『拾
遺
抄
』

吉
野
拾
遺
云

ヲ
ナ
ジ
比
。
此
段

ノ
前

二
、
今
上
御
位

二
居

サ
セ

給

シ
初

ッ
カ
タ
ト

ア
リ
。

今
上

ハ
後
村
上
帝
也

お
な
じ
比
、
兼
好
法
師
が
玉
津
島
に
ま
う

で
給

つ
る
と
て
尋
お
は

せ
し
に
、
い
に
し

へ
深
く
契
り
け
る
中
な
り
け
れ
ば
、
い
と
う
れ

し
く
て
、
昔
い
ま
の
物
語
し
け
る
に
、
古
法
皇
噸
噸
嘲
の
、
和
歌
の

道

に
深
く
お
ぼ
し
入
せ
…
…

先
ず

「吉
野
拾
遺
」
と
い
う
標
題
を
掲
げ
、
以
下
の
抜
書
が
元
来
は
如

何
な
る
文
脈
に
あ

っ
た
の
か
を
簡
略
に
説
明
し
た
割
注
が
付
さ
れ
て
い

る
点
、
記
念
館
本
と

『拾
遺
抄
』
は
酷
似
し
て
い
る
。
但
し
、
文
中

「古

法
皇
」
に
付
せ
ら
れ
た
注
記
が
、

一
方
は

「古
法
皇
醍
醐
」
、
も
う

一
方

は

「後
醍
醐
」
と
し
て
見
せ
消
ち
に
さ
れ
る
等
、
僅
か
な
が
ら
の
差
違

は
認
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

次

に
皿
の

『寂
莫
草
抄
』
は
、
中
世
屈
指
の
古
典
学
者
、

一
条
兼
良

の
著
し
た
徒
然
草
の
注
釈
と
し
て
伝
来
し
た
ら
し
き
も
の
。
そ
の
成
立

に
関
し
て
は
、
順
番
が
相
前
後
す
る
が
、
兼
良

の
子
孫
兼
冬
が
識
し
た

践
文
、
ー
を
先
に
見
て
お
く
方
が
都
合
が
良
い
。

右
之

一
巻
者
、
故
禅
閤
之
為
備
後
花
園
院
之
御
慰
之

一
助
、
雨
中

之
隙
々
、
講
兼
好
所
作
之
寂
莫
草
、
其
中
事
之
書
抄
中
、
為
癬
其

抄
壱
巻
。
錐
然
反
古
之
中
乱
雑
、
而
不
見
十

一
二
、
拾
集
之
為

一

小
冊
。
尤
亡
君
之
手
澤
可
弄
之
者
也
。

天
文
二
十

一
年
二
月
十
五
日

藤
関
白
兼
冬

今
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
に
、
右
の

一
巻
は
、
故

一
条
禅
閤
兼
良
が
後

花
園
院
の
為
に
徒
然
草
を
講
義
し
た
時
の
覚
書

の
内
、
そ
の
幾

つ
か
を

拾
い
集
め
て

一
冊
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
の
文
意
。
実
際
に
兼
良
に

か
か
る
徒
然
草
注
釈
が
あ

っ
た
も
の
な
ら
ば
、
徒
然
草
注
釈
史
上
、
間
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違
い
な
く
最
古
の
も
の
と
い
う
事
に
な
る
が
、
し
か
し
こ
の
書
は
上
の

践
文
に
言
わ
れ
る
様
な

コ

冊
」
と
い
う
形
態
の
伝
本
が
全
く
知
ら
れ

ず
、
僅
か

に
上
の
践
文
と
二
、
三
の
注
釈
記
事
が
伝
え
ら
れ
る
の
み
な

の
で
あ
り
、
『園
太
暦
』
偽
文
と
同
じ
く
、
何
ら
か
の
伝
承
な
い
し
は
記

録
類
が
、
何
時
し
か
兼
良
に
付
会
さ
れ
た
も
の
と
見
て
誤
る
ま
い
と
思

う
。
そ
し

て
こ
の
兼
良
の
注
釈
に
注
意
し
、
そ
れ
を
引
用
し
た
事
例
と

し
て
は
、
所
見
で
は
や
は
り

『
拾
遺
抄
』
が
最
も
早
い
O
『拾
遺
抄
』
巻

頭
の
「諸
抄
」
の
項
に
は
上
と
ほ
ぼ
同

一
の
践
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

且

つ
本
文

の
注
釈
の
中
に
は
、

こ
の
伝
兼
良
説
が
幾

つ
か
抜
書
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
伝
兼
良
説
の

一
つ
が
、
i
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
、
記
念
館
本

第
七
丁
と
第
八
丁
と
の
間
に
は
落
丁
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
為
、
i
は

文
章
途
中
か
ら
突
然
に
始
ま
る
形
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
記
事
内
容

か
ら
辛
う
じ
て
、
徒
然
草
第

一
三
五
段
、
「む
ま
の
き

つ
り
や
う
き

つ
に

の
お
か
な
か
く
ぼ
れ
い
り
ぐ
れ
ん
ど
う
」
と
い
う
謎
々
の
解
で
あ
る
と

の
判
断
が
付
く
。
今
こ
の
記
事
と
同
様
の
も
の
を

『拾
遺
抄
』
巻
三
、

第

一
三
五
段

の
注
釈
か
ら
引
用
し
て
お
け
ば
以
下

の
通
り
で
あ
る
が
、

元
々
が
難
解
な
謎
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
解
も
何
や
ら
不
可
解
な
も
の
で

あ
る

(猶
、
傍
線
箇
所
が
記
念
館
本
残
存

の
・1
に
対
応
す
る
箇
所

で
、

字
句
共

に
殆

ど
記
念
館
本
と

一
致
す
る
)
。

私
、
後
成
恩
寺
兼
良
公
抄
云
、
「馬
の
き
す
り
や
う
き

つ
に
の
尾
か

中
く

ふ
る
ひ
入
く
れ
う
と
う
す
」
と
云
こ
と
は
、
い
か
な
る
事

に

か
侍

ら

ん
。
此

事

、
世

の
な

べ

て

の
馬

の

こ
と

わ

ざ

に
云

よ

し
O

御
倉
小
舎
人
吉
平
が
記
に
も
侍
る
。
文
字

に
つ
け
て
是
を
考
み
ぬ

か
ら
ぞ
、
人
も
き

ゝ
ま
が
ひ
て
い
ぶ
か
し
が
り
な
ん
。
「馬
の
き
す

り
や
う
」
は
娘
と
書
べ
し
O
娘
は
漢
語
抄

二
云
、
「魯
堂
切
音
郎
馬

尾
白
者
名
娘
尾
白
者
害
乗
主
」

云
々
。

さ
れ
ば
、
「
馬
の
疵
は
ら

う
」
と
云
を
、
「
ら
」
と

「
り
」
と
声
ち
か
け
れ
ば
、
「
り
や
う
」

と
は
人
の
云
な
る
べ
し
O

狐
の
尾
に
似
た
れ
ば
、

「
き

つ
に
の
を

が
」
と
云
也

べ
し
。
中
く

身
ぶ
る
ひ
し
、
入
を
く
れ
た
る
体
也
。

「れ
う
と
う
」
と
は
、
漢
語
抄
、
「蝋
騙
」
と
書
。
馬
の
不
進
貌
也
。

身
ふ
る
ひ
し
て
進
ぬ
体
な
る
べ
し
。
か
や
う
の
世
話
の
類
、
昔
よ

り
多
き
事
也
。
と
か
く
よ
り
処
な
く
、
を

の
く

心
く

よ
り
云

出
た
る
事
也
。

因
み
に
言
え
ば
、
抑
も
こ
の
記
事

は
、
徒
然
草
第

=
二
五
段

に
い
う

「む
ま
の
き

つ
り
や
う
き

つ
に
の
お
か
な
か
く

ぼ
れ
い
り
ぐ
れ
ん
ど

う
」
と
い
う
謎
の
解
で
は
な
く
、
「馬
の
き
す
り
や
う
き

つ
に
の
尾
か
中

く

ふ
る
ひ
入
く
れ
う
と
う
す
」
と
い
う
、
似

て
非
な
る
謎
の
解
な
の

で
あ

っ
て
、
始
め
か
ら
徒
然
草
の
謎
と
は
相
違
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
縦
し
ん
ば
こ
れ
が

一
条
兼
良
の
考
説

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
徒
然
草
の
注
釈
と
し
て
書
か
れ
た
事

に
は
な
ら
な
い
の
で
あ

り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
『寂
莫
草
抄
』
の
成
立
に
は
疑
念
を
挿
ま
ざ
る
を

得
な
い
訳
で
あ
る
。

以
上
で
記
念
館
本
を
構
成
す
る
ー

・
H

・
皿
の
紹
介
を
全
て
終
え
、

且

つ
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
事
が
、
貞

享
三
年
初
夏
成
立
の
『拾
遺
抄
』
に
も
記
載
さ
れ

て
い
る
事
を
示
し
た
。
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そ
れ
で
は
、

記
念
館
本
と

『拾
遺
抄
』
は
い
か
な
る
関
係
に
あ

っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
今

の
所

こ
の
問
題
に
明
答
は
出
せ
な
い
で
い
る
が
、
敢

え
て
憶
断
を
加
え

て
お
く
と
す
る
な
ら
ば
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
な
ろ

う
。先
ず
考
え
ら
れ
る
可
能
性
と
し
て
は
、

『拾
遺
抄
』

↓

記
念
館
本

と
い
う
関
係
、
即
ち
記
念
館
本
は
、
『拾
遺
抄
』
か
ら
ー

・
H

・
Ⅲ
の
よ

う
な
記
事
を
抜
粋
し
、
そ
れ
等
を

一
本
に
纏
め
た
と
す
る
見
方
が
あ
る

(
こ
こ
で

「
抜
粋
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
の
は
、
記
念
館
本
の
ー

・Ⅱ

・
Ⅲ
に
相
当
す
る
記
事
は
、
『
拾
遺
抄
』
で
は
他
の
多
く
の
記
事
と
共

に
混
在
し

て
お
り
、
必
ず
し
も
記
念
館
本
と
同
じ
順
序
で
並
ん
で
い
る

わ
け
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
)。
し
か
し
そ
う
考
え
た
場
合
、
1

『園
太

暦
』
偽
文
の
所
で
見
た
よ
う
な
内
容
の
相
違
の
問
題
、
つ
ま
り
、
『拾
遺

抄
』
で
は
記
念
館
本
の
a
～

9
の
他
に
更
に
二

つ
の
条
が
存
在
し
て
い

た
の
に
、
『
拾
遺
抄
』
よ
り
後
に
成
立
し
た
筈
の
記
念
館
本
に
は
そ
れ
等

二

つ
の
条
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
態
は
、
や
や
不
審
で
あ
る
。
無
論
、

上
の
関
係
図
は
最
も
単
純
化
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
か
ら
、
『拾
遺
抄
』
と

記
念
館
本

の
間
に
は
、
そ
れ
を
中
継
す
る
幾

つ
か
の
書
承
の
段
階
が

あ

っ
た
事
も
当
然
考
え
ら
れ
て
良
く
、
あ
る
段
階
で
そ
れ
ら
二
つ
の
条

が
抜
け
落
ち

て
し
ま

っ
た
も
の
と
考
え
る
事
も
出
来
な
い
わ
け
で
は
な

い
が
、
し
か
し
、
か
か
る
性
質
の
文
書
の
場
合
、
書
承
の
過
程
で
条
数

が
増
加
す
る
と
い
う
事
態

こ
そ
起

こ
れ
、
減
少

す
る
と
い
う
事
態
に

は
、
や
は
り
不
自
然

の
感
が
あ
る
事
を
歪
め
な
い
。

そ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
『拾
遺
抄
』
の
中
に
載
る

『園
太

暦
』
偽
文

・
『
吉
野
拾
遺
』

・
『寂
莫
草
抄
』

に
は
、
そ
の
引
用
の
前

後
に
、
実
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
注
記
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
事
で

あ
る

(傍
点
は
筆
者
。
以
下
同
)
。

・
『
園
太
暦
』
偽
文

是
ヨ
リ
奥

二
記
ス
ル
ハ
、
或
人
園
太
記

ノ
抜
書
ト
テ
所
持
シ
タ
ル

ヲ
借
用
テ
記
ス
。
重
テ
正
本

ヲ
以
テ
考

へ
合
サ
ル
ベ
シ
。
文

ノ
体
、

疑
ラ
ク
ハ
偽
書
タ
ル
ベ
キ
カ
。

(引
用
直
前
)

・
『
吉
野
拾
遺
』

此
吉
野
拾
遺
、
或
人
偽
書
也
ト
云
リ
。
後
人
猶
真
偽
ヲ
正
ス
ベ
シ
。

随
レ見
シ
バ
ラ
ク
書
載
ル
者
也
。

(頭
注
)

・

『寂
莫
草
抄
』

右
之

一
冊
之
抄
、
真
偽
疑

ア
リ
ト
云
ト
モ
、
所
々
理

二
叶

フ
事

ヲ

抜
テ
載
レ之
者
ナ
リ
。

(践
文
引
用
直
後
)

此
説
猶
疑

ア
リ
ト
イ

ヘ
ド
モ
、
見

ル
ニ
随

テ
コ
・
二
記
ス
。

(
=
二
五
段
注
釈
中
)

即
ち

『拾
遺
抄
』

の
著
者
黒
川
由
純
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
ら
の
記
事
の

真
偽
を
疑

い
つ
つ
も
、
「
見
ル
ニ
随
テ
」、
「
シ
バ
ラ
ク
」
書
き
写
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば

『拾
遺
抄
』
と
記
念
館
本
と
の
関
係
も
、
先

と
は
又
別
の
可
能
性
、
即
ち
彼
が

『拾
遺
抄
』
を
執
筆
し
て
い
た
貞
享

三
年
頃
、
既
に
記
念
館
本

の
よ
う
な
形
態
の
も

の
が
巷
間
に
出
回

っ
て

う184う



い
て
、
そ
れ
を
己
の
注
釈
書
の
中
に
真
偽
を
疑

い
つ
つ
も
随
時
取
り
込

ん
だ
と
い
う
可
能
性
も
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ

う
。
但
し
、
『拾
遺
抄
』
が
直
接
依
処
し
た
も
の
が
記
念
館
本
そ
の
も
の

で
は
な
か

っ
た
事
は
、
1
に
見
た

『
園
太
暦
』
偽
文

の
条
数

の
相
違
に

よ
っ
て
も
確
認
す
る
事
が
で
き
、
加
え
て
記
念
館
本
が
又
、
他
本
を
短

時
間
で

一
気
に
丸
写
し
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
事
は
、
そ
の
全
体
的
な
誤

字

・
脱
字

の
多
さ
か
ら
も
容
易
に
推
測
さ
れ
る
所

で
あ
る
か
ら
、
次
の

関
係
図
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
の
が
妥
当
な
所

で
は
な
か
ろ
う
か
。

X原

・
記
念
館
本
)

『拾
遺
抄
』

記
念
館
本

即
ち
、
現
存
す
る
記
念
館
本
と
ほ
ぼ
同
内
容

の
祖
本
X

(原

・
記
念
館

本
)
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が

一
方

で
は

『拾
遺
抄
』
に
取
り

込
ま
れ
、
ま
た

一
方
で
は
記
念
館
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
勿
論
、

こ
の
図
式
も
先
と
同
じ
く
、
祖
本
X

か
ら

『拾
遺
抄
』
、
或
は
祖
本
X
か
ら
記
念
館
本
に
至
る
迄
の
間
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ

に
幾

つ
か
の
中
継
段
階
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
て
良

い
か

ら
、
『
拾
遺
抄
』
と
記
念
館
本
と
の
間
に
お
け
る
上
に
見
た
よ
う
な

『園

太
暦
』
偽
文
の
条
数

の
相
違
は
、
そ
う
い

っ
た
別
々
の
書
承
の
過
程
で

生
じ
た
も

の
、
具
体
的
に
は
、
『拾
遺
抄
』
が
直
接
参
看
し
た

一
本
に
収

め
ら
れ
た

『
園
太
暦
』
偽
文
は
、
あ
る
段
階
で
原
文
に
更
な
る
二
条
が

付
加
さ
れ
た
系
統
の
そ
れ
で
あ

っ
た
と
考
え
る
事
も
出
来
る
わ
け
で
あ

る
。
『拾
遺
抄
』
と
記
念
館
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
上
に
示
し
た
仮
定

を
埋
め
る
新
資
料
の
出
現
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
部
分
が
多

い
が
、
と
も

あ
れ
以
上
の
検
証
に
よ

っ
て
、
記
念
館
本
に
記
載
さ
れ
る
内
容
が
、
少

な
く
と
も

『拾
遺
抄
』
成
立
の
貞
享
三
年
初
夏
迄
に
、

こ
の
世
に
存
在

し
て
い
た
も
の
で
あ

っ
た
事
だ
け
は
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
を
換
言
す
れ

ば
、
芭
蕉
が
記
念
館
本
の
如
き

一
本
を
書
写
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
時
期
は
、
可
能
性
と
し
て
貞
享
三
年
夏
迄
は
遡
り
得
る
と
い
う
事
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
前
掲
拙
稿

「
兼
好
伝

と
芭
蕉
」
に
お
い
て
、

芭
蕉
は
貞
享
五
年
三
月
の
兼
好
塚
来
訪
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
、

こ
の
偽
文
の
存
在
を
知

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
た
筆
者
の
推
断
と
も
微

妙
に
関
わ

っ
て
来
る
が
、
今
は
こ
れ
以
上
踏
み
込
ま
ず
、
芭
蕉
が
そ
の

死
没
迄
に
か
か
る
形
態
の
本
を
書
写
す
る
に
十
分
な
時
間
が
用
意
さ
れ

た
事
、
そ
の
事
の
み
を
確
認
し
て
お
く
に
留
め
よ
う
。

そ
れ
で
は
次
に
、
芭
蕉
が
実
際

に
か
か
る

一
本
を
所
持
し
て
い
た
可

能
性
を
、
今
度
は
彼
の
門
人
、
各
務
支
考
に
証

言
し
て
貰
お
う
と
思
う
。

三

支
考
の
証
言

近
世
前
期
に
お
い
て
、
『
園
太
暦
』
偽
文
を
中
心
と
し
た
新
し
い
兼
好

伝
の
伝
播
に
最
も
貢
献
し
た
人
物
の

一
人
が
、

こ
の
支
考
で
あ

っ
た
。

兼
好
及
び
徒
然
草
に
対
す
る
彼
の
敬
愛
の
念
が
い
か
に
大
な
る
も
の
で

あ

っ
た
か
は
、
『徒
然
の
讃
』
(九
巻
九
冊
、
宝
永
八
年
刊
)
な
る
大
部
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の
徒
然
草

評
論
書
を
述
作

・
刊
行
し
て
い
る
事
か
ら
も
凡
そ
推
察
す
る

事
が
出
来

よ
う
が
、
彼
は
こ
の

『徒
然
の
讃
』
に
つ
い
て
、
『本
朝
文
鑑
』

(享
保
三
年
刊
)
の
中

で
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

黄
山
東
華
房

(口
支
考
)
あ
り
て
、
藤
関
白
の
為
弁
抄
を
伝

へ
、

武
陵
翁

の
師
説
を
ま
じ

へ
て
、

つ
れ
ぐ

の
讃
九
巻
を

つ
く
れ

り
。

(巻
八
、
「讃
二
徒
然
讃
一」)

即
ち

『徒
然
の
讃
』
は
、
「藤
関
白

の
為
弁
抄
」
な
る
書
と
、
「
武
陵
翁

の
師
説
」

(芭
蕉

の
考
説
)
を
勘
案
し

つ
つ
述
作
し
た
も
の
で
あ
る
と
。

つ
ま
り
支
考
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
点
を
以
て
自
著
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
い
る
の
で
あ

っ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
先
ず
後
者
に
関
し
て

言
え
ば
、
実
際
に
そ
の
注
釈
の
内
容
を
見
る
限
り
、
明
確
に
芭
蕉

の
説

と
し
て
掲
載
さ
れ
る
考
説
は

一
つ
も
な
い
。
但
し
、
元
禄
七
年
二
月

の

年
記
が
識

さ
れ
た

『徒
然
の
讃
』
自
序
に
は
、
コ

と
せ
、
武
江

の
芭
蕉

庵
に
あ
り
て
、
先
師
と
此

つ
れ
ぐ

を
論
ず
る
に
」
云
々
と
あ
り
、
ま

た
支
考
が
元
禄
四
年
の
芭
蕉
の
江
戸
下
向
に
同
道
し
、
暫
く
の
間

こ
の

地
で
芭
蕉

の
薪
水
の
労
を
援
け
て
い
た
事
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
か
ら

(堀
切
実

『
支
考
年
譜
考
証
』)
、
彼
ら
が
徒
然
草
を
論
じ
合
う
機
会
を

持

っ
た
と

い
う
事
は
十
二
分
に
考
え
ら
れ
る
事
態

で
は
あ
る
。
従

っ
て

そ
の
よ
う
な
折
に
発
せ
ら
れ
た
芭
蕉

の
見
解
が
、

こ
の
注
釈
書
の
中
に

反
映
さ
れ

て
い
る
と
い
う
事
も
強
ち
否
定
す

べ
き
で
は
な
い
が
、
如
何

せ
ん
、
そ
れ
ら
は
見
事
に
支
考
流

の
弁
舌

の
中

に
消
化
さ
れ
た
形
と

な

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
支
考
が
己
の
注
釈
書
の
も
う

一
つ
の
セ
ー

ル
ス
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
掲
げ

て
い
る

「藤
関
白
の
為
弁
抄
」
な
る
書
に

関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
O

支
考
の
い
う

『為
弁
抄
』
と
は
、
『徒
然
の
讃
』
巻
首
の

「別
録
」
に

摘
録
さ
れ
て
い
る
、
徒
然
草
第

一
0
0
段
、
第

一
0
八
段
、
第

=
二
五

段
、
第
二
三
三
段
の
注
釈
記
事
が
載
せ
ら
れ

た
書
物
を
指
し

て
い
る

が
、
『為
弁
抄
』
が
記
念
館
本

『
薗
太
暦
』
の
皿
に
抜
書
さ
れ
て
い
た
、

一
条
兼
良

の

『寂
莫
草
抄
』
と
同

一
の
も
の
で
あ
ろ
う
事
は
、
支
考
が

そ
れ
等

の
注
釈
記
事
の
最
後
に
、

右
は
故
禅
閤
よ
り
後
花
園

ノ
院
に
奉
り
給

へ
る
為
弁
抄
の
趣
な
る

よ
し
、
関
白
兼
冬
公
の
奥
書
あ
り
。

と

一
言
し
て
い
る
事
か
ら
も
疑
い
な
い
。
支
考
が
こ
れ
を

『為
弁
抄
』

と
呼
ん
で
い
る
の
は
、
『寂
莫
草
抄
』
践
文

(記
念
館
本
」
に
相
当
)
に
、

「其
中
事
之
書
抄
中
、
為
弁
其
抄

一
巻
」
な
る

一
節
が
あ
る
事
に
拠

っ

た
命
名

で
も
あ
ろ
う
。

彼
は
ま
た
こ
の

『為
弁
抄
』
に
つ
い
て
、
「
藤
関
白
の
為
弁
抄
は
我
家

の
秘
書
な
れ
ば
、
し
ら
ぬ
人
も
世
に
あ
る
べ
し
」
(『
徒
然

の
讃
』
自
序
)

と
言
い
、
更
に
こ
れ
と

『
園
太
暦
』
偽
文
と
を
併
せ
て
、
「為
弁

・
園
太

の
趣
み
ざ
ら
ん
に
は
、
す

べ
て
抄
者
の
推
量
と

い
ふ
べ
し
」
(前
掲

「讃

徒
然
讃
」)
と
、
こ
れ
ら
二
書
が
徒
然
草
を
注
解

す
る
に
当
た

っ
て
殊
更

に
重
要
な
資
料
で
あ
る
か
の
よ
う
に
勿
体
を
付
け
て
宣
伝
す
る
の
で

あ

っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
も
先
の
芭
蕉
説
同
様
、
彼
の
注
釈
の
中
で
特

に
旧
説
を
覆
す
よ
う
な
場
所
で
引
用
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、

一
種

の
誇
大
広
告
と
い
っ
た
感
を
歪
め
る
事
は
出
来

な
い
。
そ
の
よ
う
な
印

象
は
既
に
当
時
か
ら
あ

っ
て
、
支
考
と

一
連
の
論
陣
を
張

っ
た
名
古
屋
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の
越
智
越
人
は
、
『
俳
譜
不
猫
蛇
』
(享
保
十
年
成
)
の
中
で
支
考
を
指

弾
し
、
・
つ
れ
ぐ

草
兼
良
公
の
伝
と
笥
り
、
其
外
い
ろ
く

の
偽
書
を

つ

く
り
、
己
が
言
に
口
伝
、
秘
事
と
銭
を
貧
る
。

・
つ
れ
ぐ

草

の
秘
事
、

一
条
殿
の
抄
、
百
人

一
首
の
冷
泉
家
の
伝

等
、
芭
蕉
よ
り
伝
授
杯
と
申
由
、
跡
か
た
な
き
事
也
。

と
、
支
考

が
様
々
な
偽
書
を
椿
え
、
そ
れ
を
芭
蕉
相
伝
と
吹
聴
し
て
門

人
か
ら
金
銭
を
貧
り
集
め
て
い
る
と
中
傷
し
て
い
る
。
こ
こ
で
越
人
が

掲
げ
て
い
る

「
つ
れ
ぐ

草
兼
良
公
の
伝
」
、
或
い
は

コ

条
殿
の
抄
」

が

『
寂
莫
草
抄
』
(『為
弁
抄
』
)
を
指
し
て
い
る
事
は
間
違

い
な
く
、
ま

た
越
人
は
そ
の
他
の
口
伝
類
も
全
て
支
考

の
偽
作

で
あ
る
か
の
よ
う
に

言

っ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
し
か
し
例
え
ば

『寂
莫
草
抄
』
が
、
早
く

貞
享
三
年
以
前
に
世
上
に
流
布
す
る
も
の
で
あ

っ
た
事
は
前
節

に
見
た

通
り
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
こ
に
は
支
考

に
と

っ
て
み
れ
ば
甚
だ
迷
惑

な
、
越
人

の
誤
解
も
含
ま
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
す
れ

ば
、
支
考

が

『寂
莫
草
抄
』
そ
の
他
の
口
伝
類
を
芭
蕉
か
ら
伝
授
さ
れ

た
と
い
う
事
も
、
越
人
が
中
傷
す
る
如
く
に
全

て
が

「跡
か
た
な
き

事
」
、
事
実
無
根
で
あ

っ
た
と
は
言
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

四

記
念
館
本
と

『徒
然
の
讃
」

『
徒
然

の
讃
』
「別
録
」
に
は
、
こ
の

『
為
弁
抄
』
の
他
、
当
時
巷
間

に
流
布
し

て
い
た
兼
好
伝
資
料
が
様
々
な
文
献
か
ら
抜
書
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
掲
載
順
序

・
内
容
を
具
に
見
て
行
く
と
、
記
念
館
本

『
薗
太

暦
』
と

一
致
す
る
点
が
次
第
に
浮
き
彫
り
に
な

っ
て
来
る
。
先
ず
は
記

念
館
本
と

『徒
然
の
讃
』
「別
録
」
と
の
関
係
を
極
く
大
雑
把
に
把
握
し

て
み
る
と
、
次
の
様
に
な
る

(
*
は
記
念
館
本

に
対
応
す
る
記
事
が
無

い
事
を
表
す
)。

記
念
館
本

『徒
然
の
讃
』

1

『園
太
暦
』
偽
文

Ⅱ

『吉
野
拾
遺
』

皿

『寂
莫
草
抄
』

A

『
園
太
暦
』
偽
文

B

『
吉
野
拾
遺
』

C

『
和
歌
難
波
津
』

D

『正
徹
物
語
』

E

『落
書
露
顕
』

F

『草
庵
集
』

G

『昆
玉
集
』

H

『為
弁
抄
』

表
を

一
覧
す
る
に
、
上
段
1
と
下
段
A
の

『園
太
暦
』
偽
文
、
同
様
に

次
の
H
と
B
の

『吉
野
拾
遺
』
と
い
う
具
合
に
、
先
頭
二
書
の
掲
載
順

番
が
対
応
し
て
い
る
事
が
先
ず
解
る
が
、
末
尾

の
皿

『寂
莫
草
抄
』
と

H

『
為
弁
抄
』
も
実
は
同

一
の
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
、
こ
こ
で
、
『徒
然

の
讃
』
の
資
料
掲
載
順
序
が
記
念
館
本

の
そ
れ
に
大
略
則

っ
て
い
る
事

が
看
取
で
き
る
。
や
や
問
題
を
残
す
の
は

『徒
然
の
讃
』
C
～
G
で
、
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こ
れ
ら
は
記
念
館
本
皿
～
皿
の
間
に
対
応
す
る
記
事
を
見
出
せ
な
い
O

し
か
し
、
記
念
館
本
H
～
Ⅲ
の
間
に
落
丁
が
認
め
ら
れ
た
事
は
先
述
の

通
り
で
あ

っ
て
、
こ
の
部
分
に
は
元
来
、
『徒
然
の
讃
』
の
C
～
G
に
相

当
す
る
様
な
内
容
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け

で
は
な
い
。
或
い
は
後
述
す
る
様
に
、
例
え
ば
A
の

『園
太
暦
』
偽
文

一
つ
を
取

っ
て
み
て
も
、
支
考
は
明
ら
か
に
記
念
館
本
以
外
の
書
を
以

て
校
合
し

て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
ゆ
え
、

こ
の
C
～
G
も
、
支
考
が
後

に
追
補
し
た
も
の
と
考
え
て
も

一
向
に
構
わ
ぬ
所
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
構
成
順
序
か
ら
の
大
ま
か
な
比
較
で
あ

っ
た
が
、
次
に
そ
の

内
容
を
少

し
く
詳
細
に
見

て
ゆ
く
事
に
よ

っ
て
、
両
者
が
深
い
関
係
を

有
す
る
事

を
立
証
し
て
み
よ
う
。

初
め
に
記
念
館
本
1
と

『徒
然
の
讃
』
A
に
見
ら
れ
る
、
『園
太
暦
』

偽
文
の
対
応
。

『園
太
暦
』

偽
文
が
、

そ
の
原
型
と
な
る

一
条
の
成
立

後
、
次
第

に
新
た
な
条
々
が
付
加
さ
れ
る
形
で
流
布
し
て
行

っ
た
も
の

で
あ
る
事

は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
『徒
然
の
讃
』
所
載
の
そ
れ
は
、

『園
太
暦
』
偽
文
諸
本
の
中
で
も
概
ね
宝
永
期
以
後
に
見
ら
れ
る
全
二

十
五
箇
条

の
形
態
の
も
の
で
、
対
す
る
に
記
念
館
本
所
載

の
そ
れ
は
、

そ
れ
が
二
十
五
箇
条
に
増
補
さ
れ
る
以
前
の
、
全
七
箇
条
と
い
う

一
段

階
古
い
形
態
の
も
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
両
者

の
内
容
は
完
全
に
同

一
と

は
言
い
難

い
の
で
あ
る
が
、
支
考
が
全
二
十
五
箇
条
と
い
う
新
し
い
形

態
の

『
園
太
暦
』
偽
文
と
共
に
、
記
念
館
本
系
統

の
そ
れ
を
も
参
看
し

て
校
合
し

て
い
た
可
能
性
は
、
例
え
ば
観
応
元
年
二
月
二
十

一
日
の
条

(記
念
館
本
の
e
に
相
当
)
に
顕
著
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
兼
好
没
後
、

門
人
の
命
松
丸
が
兼
好
生
前
の
詠
草
数
首
を
二
条
良
基

へ
呈
上
し
た
と

い
う
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
内
の

一
首
に
、

あ
り
と
だ
に
人
に
し
ら
れ
で
蕩

無
セ
や

み
そ
か
に
ち
か
き
あ
り
明
の
月

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
支
考
が
第
五
句
目
の

「
あ
り
明
の
月
」

の
傍
に

小
さ
く

「明
ぼ
の
イ
ニ
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
箇
所
を

「あ
り

明
の
月
」
で
は
な
く

「
明
ぼ
の
ゝ
月
」
と
す
る
異
本
が
あ

っ
た
事
を
示

し
て
い
る
。
彼
は

『笈
日
記
』
(元
禄
八
年
刊
)
の
中

で
も
こ
の
歌
を
引

用
し
て
い
る
が
、
第
五
句
目
は
や
は
り

「有
明

の
月
」
と
な

っ
て
い
て
、

「明
ぼ
の
ゝ
月
」
で
は
な
い
。
然
ら
ば
支
考
は

一
体
何
処
で
、
第
五
句

目
が

「
明
ぼ
の
ゝ
月
」
と
な

っ
て
い
る
も
の
を
参
照
し
て
斯
様
に
注
記

し
た
の
か
。

こ
の
歌
が

『
園
太
暦
』
偽
文
を
媒
体
と
し
て
流
布
し
た
伝
兼
好
歌
で

あ
り
、
従

っ
て
そ
の
句
形
が
甚
だ
不
安
定
で
あ

る
事
に
つ
い
て
は
既
に

前
掲
拙
稿

(「兼
好
伝
と
芭
蕉
」
)
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
O
今
、
『
徒
然

の
讃
』
が
成
立
し
た
宝
永
八
年
以
前
の
文
献
か
ら
こ
の
歌
を
索
め
、
そ

れ
を
句
形

に
よ

っ
て
分
類
し
て
掲
出
す
れ
ば
、
以
下

の
如
く
に
な
る

(但
し
、
各
句
形
の
異
同
が
明
確
に
な
る
様
、
表
記
を
私
に
全

て
仮
名

に
改
め
た
)。

(
1
)
あ
り
と
だ
に
ひ
と
に
し
ら
れ
ぬ
み
の
ほ
ど
や

み
そ
か
に
ち
か
き
あ
か

つ
き
の

つ
き

(岡
谷
文
庫
本

・
筑
波
大
学
本

『徒
然
草
拾
遺

抄
』
)
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(2
)

あ
り
と
だ
に
ひ
と
に
し
ら
れ
ぬ
み
の
ほ
ど
や

み
そ
か
に
ち
か
き
あ
け
が
た
の
つ
き

(元
禄
八
年
刊

『芭
蕉
翁
行
状
記
』)

(3
)

あ
り
と
だ
に
ひ
と
に
し
ら
れ
で
す
む

つ
き
の

み
そ
か
に
ち
か
き
あ
り
あ
け
の
そ
ら

(元
禄
八
年
刊

『翁
艸
』
)

(4
)
あ
り
と
だ
に
ひ
と
に
し
ら
れ
ぬ
み
の
ほ
ど
や

み
そ
か
に
ち
か
き
あ
け
ぼ
の
ゝ
そ
ら

(宝
永
二
年
刊

『歌
道
岸
の
姫
松
』、
宝
永
七
年

写

『
徒
然
草
三
事
口
伝
』
)

(
5
)
あ
り
と
だ
に
ひ
と
に
し
ら
れ
ぬ
み
の
ほ
ど
や

み
そ
か
に
ち
か
き
あ
け
ぼ
の
ゝ
つ
き

(書
陵
部
本

『徒
然
草
拾
遺
抄
』
、
元
禄
四
年
迄

成

『
遠
碧
軒
記
』
、
元
禄
七
年
成

・
正
徳
二
年

刊

『種
生
伝
』
、
宝
永
三
年
刊

『
兼
好
諸
国
物

語
』)

(6
)
あ
り
と
だ
に
ひ
と
に
し
ら
れ
で
み
の
ほ
ど
や

み
そ
か
に
ち
か
き
あ
け
ぼ
の
ゝ
つ
き

(元
禄
十
五
年
成

『三
冊
子
』)

傍
線
を
付

し
た
箇
所
が
、
『
徒
然
の
讃
』
及
び

『笈
日
記
』
で
支
考
が
採

用
し
て
い
る
句
形
と
の
異
同

で
あ
る
。
彼
が
校
合

に
参
照
し
た
も
の

は
、

こ
の
内
、
第
五
句
目
が

「あ
け
ぼ
の
ゝ
つ
き
」
と
な

っ
て
い
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)
か
ら

(4
)
迄
は
、
第
五
句
目
が

「
あ
け
ぼ
の
ゝ
つ
き
」

で
は
な
い
か
ら
、
抑
も
支
考
が
参
看
し
た
事
に

は
成
り
得
な
い
。
(5
)
は
、
所
見
で
は

『
徒
然

の
讃
』
以
前
、
以
後
通

じ
て
最
も
流
布
し
た
句
形

で
あ

っ
て
、
第
五
句
目
が

「あ
け
ぼ
の
ゝ
つ

き
」
と
な

っ
て
い
る
点
は
良

い
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
第
二
句
目
に
も

異
同
が
出
て
し
ま
う
事

に
な
る
の
で
、

こ
れ
も
除
外
出
来
る
。
残
る
は

(
6
)
の

『三
冊
子
』
所
載
の
句
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
五
句
目
が

「あ

け
ぼ
の
ゝ
つ
き
」
で
あ
り
、
且

つ
そ
れ
以
外

に
は
全
く
異
同
が
な
く
、

『
徒
然
の
讃
』
の
支
考
の
注
記
と
完
全

に
適
合

し
て
い
る
。
そ
し
て
記

念
館
本
に
所
載
さ
れ
る
こ
の
歌
の
句
形
こ
そ
が
、
正
し
く

(6
)
と
同

一
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
こ
に
、
支

考
が
記
念
館
本
系
統
の

『園
太
暦
』
偽
文
を
参
看
し
て
い
た
可
能
性
が
先
ず

一
つ
浮
上
す
る
事

に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
勿
論
こ
れ
だ
け
で
は
支
考
が
記
念
館
本
を
見
た

と
い
う
事
に
は
な
り
得
ず
、
他
に
確
証
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は

言
う
迄
も
な
い
。

次
に
、
記
念
館
本
H
と

『徒
然
の
讃
』
B
と
に
見
ら
れ
る
、
『吉
野
拾

遺
』
抜
書
の
対
応
。
例
に
よ
っ
て
そ
の
冒
頭
部

の
み
を
掲
げ
る
が
、
記

念
館
本
の
同
箇
所
は
先
に
示
し
た
ゆ
え
省
略
し
、
『徒
然
の
讃
』
所
載

の

も
の
の
み
を
出
す
。

吉
野
拾
遺

此
段
の
前
に
、
今
上
御
位
に
居
さ
せ
給
ひ
し

初

つ
か
た
と
あ
り
。
今
上
は
後
村
上
帝
也

お
な
じ
比
、
兼
好
法
師
が
玉
津
島
に
ま
う
で
給

へ
る
と
て
尋
ね
お

は
せ
し
に
、
い
に
し
へ
深
く
ち
ぎ
り
け
る
中
な
り
け
れ
ば
、
い
と

う
れ
し
く
て
、
む
か
し
い
ま
の
物
が
た
り
し
け
る
に
、
古
法
皇
醍

醐
帝
也
の
和
歌

の
み
ち
に
深
く
お
ぼ
し
い
ら
せ
、
…
…
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先
ず

「
吉
野
拾
遺
」
と
標
題
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
下
に
割
注
が
あ
る
点
、

記
念
館
本
と
ほ
ぼ
等
し
い
事
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
あ

れ
ば
、
同
様
の
体
裁
で

『吉
野
拾
遺
』
を
抜
書
し
て
い
た

『徒
然
草
拾

遺
抄
』
か
ら
の
直
接
の
引
用
と
い
う
場
合
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な

い

が
、
問
題

は
本
文
中
の

「古
法
皇
」
に
附
さ
れ
た
傍
注

で
あ
る
。
記
念

館
本
と

『
徒
然
の
讃
』
は
、
「古
法
皇
」
に
そ
れ
ぞ
れ

「古
法
皇
醍
醐
」

或
い
は

「
醍
醐
帝
也
」
等
と
注
記
し
て
い
る
が
、
『拾
遺
抄
』
は
、
こ
れ

を

「後
醍
醐
」
と
注
記
し
て
い
た
。
『
吉
野
拾
遺
』
の
こ
の
箇
所
は
、
「古

法
皇
」
の
崩
御
に
よ

っ
て
兼
好
が
遂
に
出
家
を
決
心
し
た
と
い
う
文
脈

で
あ

っ
て
、
『拾
遺
抄
』
の
注
記
の
如
く
、
「古
法
皇
」
が
南
北
朝
時
代

の

「後
醍
醐
」
で
あ
る
な
ら
ば

一
応
、
話
は
通
じ
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
記
念
館
本
や

『
徒
然
の
讃
』
の
注
記
の
如
く
、
平
安
時
代
の

「醍

醐
」
で
あ

っ
て
は
、
全
く
意
味
を
為
さ
な
い
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は

誤
写
に
よ

っ
て
生
じ
た
誤
注
で
あ
ろ
う
が
、
『徒
然
の
讃
』
は
、
こ
の
単

純
な
誤
注
が

一
致
し
て
い
る
と
い
う
点

に
お
い
て
、
記
念
館
本
、
或
は

少
な
く
と
も
そ
の
系
統
の
本
文
を
参
照
し
て
い
る
事
は
疑
い
な
い
の
で

あ
る
。
最
後
に
、
記
念
館
本
皿
と

『徒
然
の
讃
』
H
に
見
ら
れ
る
、
『寂
莫
草

抄
』
(『
為
弁
抄
』
)
の
対
応
。
『徒
然

の
讃
』
H
に
は
、

(1
)
「久
我
ノ
相
国
の
段
」
(第

一
〇
〇
段
)

(2
)
「寸
陰
お
し
む
の
段
」
(第

一
〇
八
段
)

(3
)

「資
季
大
納
言
の
段
」
(第

一
三
五
段
)

(4
)

「万
の
と
が
あ
ら
じ
の
段
」
(第
二
三
三
段
)

と
い
う
各
章
段
の
注
釈
記
事
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
惜
し
む
ら
く
は

記
念
館
本
の
落
丁
で
あ

っ
て
、
こ
の
う
ち
記
念
館
本

『薗
太
暦
』
と
重

な
る
も
の
は
、
「
む
ま
の
き

つ
り
や
う
」
云
々
と

い
う
謎
々
の
解
が
示
さ

れ
た

(3
)
の
記
事
の
後
半
部
の
み
で
あ
る
。
記
念
館
本
に
お
い
て
脱

落
し
て
い
る
こ
の
記
事
の
前
半
部
に
つ
い
て
は
、
先
に

『拾
遺
抄
』
と

の
関
係
の
所
で
紹
介
済
み
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
こ
で
は

『徒
然
の
讃
』
を

基
と
し
て
、
後
半
部
の

一
致
箇
所
の
み
を
示
し

て
お
く
O

(前
半
部
略
)
中
く

身
ぶ
る
ひ
し
、

入
を
く
れ
た
る
躰
也
。
「
れ

う
」
と
は
、
漢
語
抄

二
、
「騨
騙
」
と
書

て
馬

ノ
不
進
貝
也
。
身
ぶ

る
ひ
し
て
す

ゝ
ま
ざ
る
躰
な
る
べ
し
。
か
や
う
の
世
語

の
た
ぐ

ひ
、
む
か
し
よ
り
お
ほ
き
事
也
O
と
か

く
よ
り
所
な
く
、
を
の

く

心
く

よ
り
い
ひ
出
し
た
る
事
也
。

記
念
館
本
に
は

『徒
然
の
讃
』
(1
)
、
(
2
)
、
そ
し
て

(3
)
の
前
半

部
ま
で
の
記
事
が
存
在
し
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
例

の
落
丁
箇
所
に
相
当

す
る
所
ゆ
え
、
本
来
は
そ
の
様
な
記
事
が
存
在

し
て
い
た
と
い
う
可
能

性
も

一
応
は
考
え
ら
れ
る
事
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し

(3
)

後
半
部
の
記
事
が
残
存
し
て
い
な
が
ら
、
当
然
残

っ
て
然
る
べ
き

(
4
)

の
記
事
ま
で
が
存
在
し
て
い
な
い
所
を
見
る
と
、
記
念
館
本
に
は
固
よ

り

(
1
)、
(2
)、
(4
)
等
の
記
事
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
は

な
い
か
と
も
思
わ
れ
る

(例
え
ば

『拾
遺
抄
』
に
も

(1
)
、
(
2
)、
(4
)

は
存
在
し
な
い
)。
恐
ら
く
支
考
は
先
述
の

『
園
太
暦
』
偽
文
と
同
様
、

記
念
館
本
の
ご
と
き

一
本
を
参
照
し

つ
つ
も
、
他
本
を
以
て
こ
れ
ら
の

記
事
を
追
補
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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五

結
語

こ
こ
で
再
び
、
越
人
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
み
る
。
彼
に
拠
れ
ば
、

支
考
が
芭
蕉
か
ら

「
一
条
殿
の
抄
」
等
を
伝
授
さ
れ
た
と
公
言
し
て
い

る
の
は

「
跡
か
た
な
き
事
」、
事
実
無
根
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
今
、

そ
の

「
一
条
殿
の
抄
」
が
記
念
館
本
に
認
め
ら
れ
る
時
、
そ
し
て

『
徒

然
の
讃
』
所
載
の

『
園
太
暦
』
偽
文
、
『吉
野
拾
遺
』
な
ど
が
、
上
述
の

通
り
記
念
館
本
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
た
可
能
性
が
あ
る
事
が
判
明

す
る
時
、
我
々
は
越
人
の
誹
誘
を
そ
の
ま
ま
了
承
す
る
訳
に
は
行
か
な

い
の
で
あ

る
。
支
考
の
言
論
に
お
け
る
、
句
作
に
お
け
る
兼
好

へ
の
敬

愛

の
念

の
大
き
さ
は
、
恐
ら
く
芭
蕉
も
認
め
る
所

で
あ

っ
た
で
あ
ろ

う
。
実
際

に
は

「伝
授
」
等
と
い
う
大
仰
な
も
の
で
は
な
く
と
も
、
例

え
ば
芭
蕉

が
、
支
考
と
徒
然
草
を
論
じ
た
と
い
う
そ
の
折
に
で
も
、
支

考

の
需
め

に
応
じ
て
己
の
所
持
す
る
兼
好
伝
の
写
本
を
書
写
さ
せ
て
や

る
機
会
く
ら
い
は
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
折
、
支
考
が

参
看
す
る
事

の
出
来
た
芭
蕉
所
持
本

こ
そ
が
、
記
念
館
本

『薗
太
暦
』

の
如
き

一
書

で
あ

っ
た
と
い
う
可
能
性
は
大
い
に
有
り
得
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
支
考
が

『薗
太
暦
』

一
巻
を
大
切
に
所
持
し
て

い
た
事
は
、
彼
の
元
禄
十
四
年

の
北
陸
行
脚
を
記
念
し
た
、
歌
十
編

『桜
山
伏
』
(同
年
刊
)
に
寄
せ
ら
れ
た
谷
木
因

の
序

に
明
ら
か
で
あ
る

(野
田
千
平
氏
御
教
示
)。

そ
こ
に
は
、

支
考
が
こ
の
行
脚

の
折
に
背

負

っ
た
笈
中
の
品
々
と
し
て
、
次
の
如
き
も
の
が
数
え
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

笈
之
目
録

一

寧

一
山
達
磨
画
賛

一

薗
太
暦

一
巻

一

五
老
井
所
造
石
印

一

先
師
遺
誠
五
器

一
具

一

饒
別
寄
仙

三
巻

一

美
濃
虎
渓
茶

一
岱

一

月
雪
花
郭
公

目
録
中

「
先
師
遺
誠
五
器

一
具
」
と
は
、
元
禄
五
年
、
支
考
が
奥
州
行

脚
に
旅
立
た
ん
と
す
る
時
に
芭
蕉
が
贈

っ
た
饅

別
吟
、
「此

こ
ゝ
ろ
推

せ
よ
花
に
五
器

一
具
」
(『葛
の
松
原
』
)
を
指
す
。
そ
れ
ら
と
共
に
、
支

考
が
俳
譜
行
脚
に
肌
身
離
さ
ず
携
行
し
た
こ
の

『薗
太
暦
』

一
巻
が
、

芭
蕉
と
何
ら
か
の
由
縁
を
有
し
た

一
本

で
あ

っ
た
と
考
え
る
事
は
、
上

に
見
た
様
々
な
事
情
を
勘
案
し
て
み
る
時
、
強

ち
的
外
れ
の
想
像
と
は

言
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
筆
者
は
、
支
考
が

「藤
関
白
の
為
弁
抄
を
伝

へ
、
武
陵
翁
の
師
説
を
ま
じ

へ
」
て

『
徒
然
の
讃
』
を
述
作
し
た
と
言

い
、
ま
た

『園
太
暦
』
偽
文
や

『寂
莫
草
抄
』
を

「我
家
の
秘
書
」
(
こ

の
場
合
の

「我
家
」
と
は
、
「芭
蕉
門
流
」
と
同
義
で
あ
る
)
等
と
言

っ

て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も

「跡
か
た
な
き
事
」

で
は
な
か

っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
翻

っ
て
ま
た
、
芭
蕉
が
記
念
館
本
の
如
き

一
本
を
書
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写

・
所
持

し
た
可
能
性
も
、
十
分
に
あ
る
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。

*

*

*

猶
、
記
念
館
本
が
後
世
、
例
え
ば

『徒
然
の
讃
』
を
参
考
と
し
て
、

筆
跡
を
芭
蕉
に
似
せ
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
疑
問
が
起
こ
る
事
も
予
想
さ
れ
る
ゆ
え
、
念
の
為
こ
こ
に
付
言
し
て

お
く
。
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
そ
の
様
な
可
能
性
は
甚
だ
稀
薄
で
あ

る
。
そ
れ

に
は
様
々
な
理
由
が
あ
る
が
、
最
も
根
本
的
な
問
題
を

一
つ

だ
け
掲
げ

て
お
く
な
ら
ば
、
本
書
の
よ
う
に
、
改
装
前
の
紙
繕
綴
じ
の

穴
を
残
し
、
誤
字

・
脱
字

・
術
字

・
訂
正
が
あ
り
、
落
丁
が
あ
り
、
し

か
も
芭
蕉

の
識
語

・
署
名
さ
え
も
無
い
も
の
が
、
抑
も
書
写
者
を
芭
蕉

に
仮
託
す

る
目
的
で
持
え
た
偽
物
と
言
え
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
事

で

あ
る
。
そ
れ
が
芭
蕉
の
作
品
や
書
簡
な
ら
ば
話
は
格
別
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
記
さ
れ
た
内
容
は
、
当
時
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
兼
好
伝
記
事

の

写
し
で
あ

る
。
外
面
上
、
筆
跡
以
外
に
芭
蕉
に
結
び
付
く
徴
証
を
全
く

見
出
せ
ず
、
ま
た
そ
の
内
容
に
も

一
見
、
芭
蕉
と
の
直
接
的
な
関
係
を

予
想
す
る
事
の
出
来
な
い
本
書
か
ら
は
、
そ
の
様
な
芭
蕉

に
仮
託
す
る

偽
作

の
意

図
を
見
出
す

の
は
大
変
困
難
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ

そ
、
『芭
蕉
全
図
譜
』
編
纂
の
折
に
も
見
事
に
見
落
と
さ
れ
、
真
贋
の
節

に
さ
え
も
懸
け
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
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付
記

本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の

一

部

で
あ
る
。


